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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第３四半期連結
累計期間

第46期
第３四半期連結
会計期間

第45期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 15,658,4964,295,19022,113,664

経常利益（千円） 667,413 6,045 1,017,859

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（千円） 233,773△118,687 448,289

純資産額（千円） － 8,102,0748,096,142

総資産額（千円） － 14,549,16516,265,901

１株当たり純資産額（円） － 723.53 723.00

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失

金額（円）
20.88 △10.60 40.03

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 55.7 49.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△662,316 － △434,511

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△572,754 － △544,790

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
222,433 － △291,239

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,559,0682,571,706

従業員数（人） － 499 419

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人）                499 [31]

（注）従業員数は就業人員であり、準社員は［　］内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外書しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 204     

（注）従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社グループが営んでいる事業の大半を占める建設事業では生産実績を定義することが困難であり、建設事業にお

いては、請負形態をとっているため販売実績という定義は実態にそぐわず、また、当社グループにおいては建設事業を

除き受注生産形態をとっておりません。

よって、生産、受注及び販売の状況については「３　財政状態及び経営成績の分析」における事業の種類別セグメン

トの業績に関連付けて記載しております。

なお、当社グループの建設事業においては、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合

が大きいため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動がありま

す。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1）業績

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国における金融危機に端を発した世界的な金融市場の混乱

を背景とする株価の大幅な下落、急激な円高の影響が実体経済にも波及し、雇用情勢の悪化や設備投資の抑制が顕

著となり、景気の後退がより深刻になってまいりました。

当社グループの主力事業の属する国内建設市場におきましては、企業収益の悪化に加え、先行きの見えない不安

定感から民間設備投資が減少し、公共設備投資も総じて低調であったことから、厳しい状況のまま推移しました。

このような状況のもと、当社グループは、グループ企業の連携により顧客対応力の充実と原価の低減を図り、受注

の拡大及び利益体質の強化に努めてまいりました。

当第３四半期連結会計期間における当社グループの業績は、連結売上高が42億95百万円、営業損失は17百万円、経

常利益は６百万円、四半期純損失は１億18百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　建設事業

当社グループの主力事業である当事業におきましては、省エネ・省力化提案、リニューアル提案を積極的に推

進してまいりましたが、設備投資は総じて減少基調にあり、受注競争が更に厳しさを増したことにより、受注高は

16億81百万円となりました。部門別では、産業設備工事が６億62百万円、ビル設備工事が５億２百万円、環境設備

工事が５億16百万円となりました。

売上高は、当期中に受注した短期工事の売上が堅調であったことから、21億15百万円となりました。部門別で

は、産業設備工事が10億53百万円、ビル設備工事が８億84百万円、環境設備工事が１億77百万円となりました。

②　機器販売及び情報システム事業

当事業におきましては、情報システム関連は電話設備とＬＡＮの小工事や修理が堅調に推移しましたが、機器

販売及びソフト開発は民間設備投資の抑制から新規需要が減少したことにより、売上高は10億42百万円となりま

した。

③　産業用機器のメンテナンス事業

当事業におきましては、景気の減速感からメンテナンス投資抑制の動きが強まりましたが、省エネ・トータル

メンテナンスの提案営業を引き続き推進したことにより、改修及び整備が堅調に推移しました。また、第１四半期

連結会計期間から当事業に加わった太陽光発電装置を主体とした住宅設備機器の設置事業も売上に寄与したこ

とにより、売上高は10億６百万円となりました。
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④　電子部品製造事業

当事業におきましては、主要顧客からの発光ダイオード、レーザーダイオード部品の受注が減少し、また、装置

製作及び電子部品実装基盤の受注も減少したことにより、売上高は３億52百万円となりました。

なお、生産実績（販売価格）は以下のとおりであります。

区分
当第３四半期連結会計期間

（百万円）

電子部品のペレタイズ加工 159

電子部品の組立 83

基盤組立他 110

合計 352

⑤　その他の事業

当事業の主力事業である水道施設の維持管理事業におきましては、公共水道施設の運転管理受託体制・緊急対

応体制を整備し、きめ細かな施設維持管理、コストの低減等、顧客ニーズを重視した提案活動や修繕工事等の営業

に努めた結果、売上高は48百万円となりました。

（注）１．上記売上高はセグメント間取引消去前の金額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）キャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期

間末に比べ７百万円減少の15億59百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において営業活動により得られた資金は、１億44百万円となりました。これは主に、売

上債権の減少額９億67百万円、たな卸資産の増加額３億99百万円、未成工事受入金の減少額１億54百万円を調整し

たこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において投資活動に使用した資金は、82百万円となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出が73百万円あったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において財務活動に使用した資金は、69百万円となりました。これは主に、配当金を98

百万円支払ったことによるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当社グループにおいては、当第３四半期連結会計期間における研究開発活動は特段行っておりませんので特記事

項はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

①　提出会社

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の改修計画は次のとおりであります。 

事業所名

（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定
年月 完成後の

増加能力総額
（千円）

既支払額
（千円） 着手 完了

藤田デバイス株式会
社　本社 

（群馬県高崎市）

電子部品製
造事業

半導体等製
造施設

175,000 154,549自己資金
平成20年
10月

平成21年
１月

100％

増加

 （注）提出会社の100％子会社である藤田デバイス株式会社に当該設備を貸与致します。

 

②　国内子会社

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の売却計画は次のとおりであります。 

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内
容

帳簿価額（千円）
売却予定
年月建物及び構

築物
土地
(面積㎡)

合計

藤田デバイス
株式会社

本社

（群馬県高崎市）
電子部品製造
事業

半導体等
製造設備

95,744 
203,075

（2,422.19㎡）298,820
平成21年
１月

 

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,700,000 11,700,000ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら
限定のない当社
における標準と
なる株式であり、
単 元 株 式 数 は
1,000株でありま
す。

計 11,700,000 11,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日　
－ 11,700,000 － 1,029,213 － 805,932

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしていま

す。

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      502,000 －

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式

単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式   11,194,000 11,194 同上

単元未満株式 普通株式        4,000 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 11,700,000 － －

総株主の議決権 － 11,194 －

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）　

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

藤田エンジニアリング㈱
群馬県高崎市飯

塚町1174番地５
502,000 － 502,000 4.29

計 － 502,000 － 502,000 4.29

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 487 503 510 550 510 510 501 480 499

最低（円） 460 485 478 491 460 490 400 440 448

（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

監　査　役 － 五十嵐　哲夫 平成20年10月29日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省

令第14号）に準じて記載しております。

なお、第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項

第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

藤田エンジニアリング株式会社(E00277)

四半期報告書

 9/22



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,859,068 2,871,706

受取手形 878,869 681,094

完成工事未収入金 1,991,602 2,865,992

売掛金 2,148,559 2,650,330

未成工事支出金 1,243,427 1,406,762

商品及び製品 151,207 125,357

仕掛品 499,549 511,308

材料貯蔵品 33,797 30,588

その他 345,433 330,677

貸倒引当金 △3,612 △2,596

流動資産合計 9,147,903 11,471,221

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 3,301,788 3,173,005

減価償却累計額 △1,935,355 △1,852,230

建物・構築物（純額） 1,366,432 1,320,775

土地 2,434,151 2,315,661

その他 496,231 236,693

減価償却累計額 △240,023 △196,281

その他（純額） 256,208 40,412

有形固定資産計 4,056,792 3,676,849

無形固定資産

のれん 275,768 －

その他 111,067 70,449

無形固定資産計 386,835 70,449

投資その他の資産

投資有価証券 371,801 532,590

その他 632,386 545,653

貸倒引当金 △46,552 △30,863

投資その他の資産計 957,634 1,047,380

固定資産合計 5,401,262 4,794,680

資産合計 14,549,165 16,265,901
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,755,561 2,622,329

工事未払金 1,015,826 1,414,763

買掛金 978,528 1,379,253

短期借入金 654,996 260,000

未払法人税等 42,886 276,506

未成工事受入金 271,721 696,971

完成工事補償引当金 11,600 11,600

賞与引当金 76,595 274,314

役員賞与引当金 － 30,500

その他 500,562 372,775

流動負債合計 5,308,278 7,339,014

固定負債

長期借入金 277,653 －

退職給付引当金 757,059 728,750

役員退職慰労引当金 94,708 89,001

その他 9,391 12,993

固定負債合計 1,138,813 830,745

負債合計 6,447,091 8,169,759

純資産の部

株主資本

資本金 1,029,213 1,029,213

資本剰余金 805,932 805,932

利益剰余金 6,479,486 6,447,278

自己株式 △213,505 △213,505

株主資本合計 8,101,126 8,068,917

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 948 27,224

評価・換算差額等合計 948 27,224

純資産合計 8,102,074 8,096,142

負債純資産合計 14,549,165 16,265,901
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 ※1
 15,658,496

売上原価 13,237,779

売上総利益 2,420,717

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 808,157

賞与引当金繰入額 35,855

退職給付引当金繰入額 23,695

役員退職慰労引当金繰入額 6,045

貸倒引当金繰入額 15,879

のれん償却額 22,359

その他 913,916

販売費及び一般管理費合計 1,825,907

営業利益 594,809

営業外収益

受取利息 1,810

受取配当金 5,354

受取褒賞金 42,724

その他 32,425

営業外収益合計 82,314

営業外費用

支払利息 9,184

その他 525

営業外費用合計 9,709

経常利益 667,413

特別利益

固定資産売却益 132

貸倒引当金戻入額 723

特別利益合計 856

特別損失

固定資産除却損 228

減損損失 ※2
 71,468

投資有価証券売却損 2,200

投資有価証券評価損 125,528

会員権償還損 9,000

特別損失合計 208,425

税金等調整前四半期純利益 459,844

法人税、住民税及び事業税 149,316

法人税等調整額 76,755

法人税等合計 226,071

四半期純利益 233,773
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 ※1
 4,295,190

売上原価 3,698,352

売上総利益 596,837

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 258,034

賞与引当金繰入額 35,855

退職給付引当金繰入額 8,019

役員退職慰労引当金繰入額 2,030

貸倒引当金繰入額 8,460

のれん償却額 7,453

その他 294,194

販売費及び一般管理費合計 614,047

営業損失（△） △17,209

営業外収益

受取利息 322

受取配当金 1,413

受取褒賞金 16,518

その他 8,509

営業外収益合計 26,764

営業外費用

支払利息 3,144

その他 365

営業外費用合計 3,509

経常利益 6,045

特別利益

固定資産売却益 132

特別利益合計 132

特別損失

固定資産除却損 67

減損損失 ※2
 71,468

投資有価証券評価損 112,597

特別損失合計 184,132

税金等調整前四半期純損失（△） △177,954

法人税、住民税及び事業税 △74,615

法人税等調整額 15,348

法人税等合計 △59,266

四半期純損失（△） △118,687
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 459,844

減価償却費 114,955

減損損失 71,468

のれん償却額 22,359

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,966

賞与引当金の増減額（△は減少） △204,139

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,309

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,045

受取利息及び受取配当金 △7,165

支払利息 9,184

役員退職慰労金 162

固定資産売却損益（△は益） △132

固定資産除却損 228

投資有価証券売却損益（△は益） 2,200

投資有価証券評価損益（△は益） 125,528

会員権償還損 9,000

売上債権の増減額（△は増加） 1,244,603

たな卸資産の増減額（△は増加） 152,101

仕入債務の増減額（△は減少） △1,784,488

未成工事受入金の増減額（△は減少） △425,249

その他 △69,441

小計 △260,159

利息及び配当金の受取額 7,165

利息の支払額 △8,288

役員退職慰労金の支払額 △500

法人税等の支払額 △400,533

営業活動によるキャッシュ・フロー △662,316

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △171,555

有形固定資産の売却による収入 256

投資有価証券の取得による支出 △11,170

投資有価証券の売却による収入 14,725

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△358,782

その他 △46,228

投資活動によるキャッシュ・フロー △572,754

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 810,000

短期借入金の返済による支出 △460,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △28,747

配当金の支払額 △198,819

財務活動によるキャッシュ・フロー 222,433

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,012,637

現金及び現金同等物の期首残高 2,571,706

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,559,068
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更

(1)　連結の範囲の変更

システムハウスエンジニアリング株式会社は新たに株式を取得したことから、

第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 (2)　変更後の連結子会社の数

６社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原

価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）に変更しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．たな卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前

連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

また、たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切り下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　機械装置については、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、一部の資産について耐用年数を

短縮しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１　受取手形割引高 －千円 １　受取手形割引高 130,577千円

２　当座貸越契約

当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効

率的調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を

締結しております。これらの契約に基づく当第３四

半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおり

であります。

２　当座貸越契約

当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効

率的調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を

締結しております。これらの契約に基づく当連結会

計年度末の借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

当座貸越極度額 1,670,000千円

借入実行残高 600,000千円

差引額 1,070,000千円

当座貸越極度額 1,170,000千円

借入実行残高 250,000千円

差引額 920,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１ 当社グループの建設事業においては、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大き

いため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があります。

※２ 減損損失

当第３四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産について減損損失を計上しております。

場所　　群馬県高崎市

用途　　売却予定資産

種類　　建物・構築物及び土地

電子部品製造事業において、事業所の移転に伴い、上記資産を売却することとなったため、当該資産の帳簿価額を正

味売却価額による回収可能価額まで減額し、減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該損失

の内訳は、建物・構築物14,932千円、土地56,535千円であります。
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当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１ 当社グループの建設事業においては、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大き

いため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があります。

※２ 減損損失

当第３四半期連結会計期間において、当社グループは以下の資産について減損損失を計上しております。

場所　　群馬県高崎市

用途　　売却予定資産

種類　　建物・構築物及び土地

電子部品製造事業において、事業所の移転に伴い、上記資産を売却することとなったため、当該資産の帳簿価額を正

味売却価額による回収可能価額まで減額し、減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該損失

の内訳は、建物・構築物14,932千円、土地56,535千円であります。

  

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金預金勘定 1,859,068千円　

預入期間が３か月を超える定期預金 △300,000千円

現金及び現金同等物 1,559,068千円　

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　11,700千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　   502千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 100,782 9  平成20年３月31日 平成20年６月30日利益剰余金

平成20年11月７日

取締役会
普通株式 100,782 9  平成20年９月30日 平成20年12月８日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
建設事業
（千円）

 

機器販売及
び情報シス
テム事業
（千円）

 

産業用機器
のメンテナ
ンス事業
（千円）

 
電子部品製
造事業
（千円）

 
その他の事
業
（千円）

 
計

（千円）
 
消去又は全
社
（千円）

 
連結
（千円）

 

売上高 2,115,395 1,042,830 1,006,717 352,406 48,636 4,565,985 (270,795) 4,295,190 

営業利益又は営業損失

（△）
69,025 △30,900 49,165 △1,150 △4,400 81,738 (98,948) △17,209 

                 

  

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
建設事業
（千円）

 

機器販売及
び情報シス
テム事業
（千円）

 

産業用機器
のメンテナ
ンス事業
（千円）

 
電子部品製
造事業
（千円）

 
その他の事
業
（千円）

 
計

（千円）
 
消去又は全
社
（千円）

 
連結
（千円）

 

売上高 8,398,470 4,129,712 3,208,327 1,229,948 134,549 17,101,008 (1,442,512) 15,658,496 

営業利益又は営業損失

（△）
501,146 14,843 291,778 97,969 △3,478 902,258 (307,449) 594,809 

                 

　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容

(1）事業区分の方法　　連結損益計算書の集計区分に市場及び事業の類似性を考慮して区分しております。

(2）各区分に属する主要な事業の内容

建設事業　　　　　　　　　　　　ビル設備工事、産業設備工事、環境設備工事

機器販売及び情報システム事業　　電気機器、空調及び冷凍機器、電動工具の販売、情報通信機器の施工・

販売、ソフトウェアの開発・販売

産業用機器のメンテナンス事業　　産業用機器等の据付・保守・修理

電子部品製造事業　　　　　　　　電子部品の検査・せん別・組立

その他の事業　　　　　　　　　　損害保険代理店業務、水道施設管理受託業務

２．第１四半期連結会計期間にシステムハウスエンジニアリング株式会社の株式を100％取得し、連結の範囲に

含めたことにより、当第３四半期連結累計期間における産業用機器のメンテナンス事業の売上高が446,048

千円、営業利益が33,750千円増加しており、同事業の資産が前連結会計年度末と比較して、概ね747,000千円

増加しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会

計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計上額（千
円）

差額（千円）

(1）株式 265,905 258,511 △7,394

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 81,567 89,532 7,964

合計 347,473 348,044 570

（注） その他有価証券で時価のあるものについては、個別銘柄毎に当第３四半期連結会計期間末日の時価と

取得価額を比較し、下落率が30％以上50％未満の銘柄については、時価の回復可能性を判断し回復が

見込まれるものを除き減損処理を行っております。なお、当第３四半期連結累計期間において125,528

千円の減損処理を行っております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

当社グループは、デリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 723.53円 １株当たり純資産額 723.00円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 20.88円 １株当たり四半期純損失金額（△） △10.60円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 233,773 △118,687

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
233,773 △118,687

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,198 11,198

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりま

すが、当第３四半期連結累計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。

 

２【その他】

平成20年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………100,782千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………９円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月８日

（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行ってお

ります。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月４日

藤田エンジニアリング株式会社

取締役会　御中
 

監査法人　トーマツ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　德彌　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　正勝　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤田エンジニアリン

グ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日

から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤田エンジニアリング株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在

の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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